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中国人学生が出会う具体的な場面の一例として E メールを用いた誘い場面を取り上げる。E メールを
媒体とした「誘い」場面を取り上げた理由は、筆者が中国国内の大学で日本語を教えていた際に、学
習者の「誘い」の E メールに不自然さを感じたからである。そこで、本稿では、まず、中国人学習者





















































































    ②クラスメート個人（仲の良い同級生） 
    ③いつもお世話になっている同性の教員 
内容：バーベキュー大会に誘う 
                                                          
1 姫野（1997）において、「V てください」は勧誘の専用形式ではないものの、勧誘や依頼を含めた行為指示表現
の汎用的な表現形式であるとしているため、本稿では、「V てください」も勧誘の表現形式として扱う。 


































代で、男 2 名、女 20 名である。 
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中国人中国人学習者の被験者は、中国湖南師範大学 3 年生 18 名（男 0 名、女 18 名）、4 年生 20












①  主題提示：イベントの開催を受信者に対して発表する発話 
②  挨拶：受信者に対して挨拶をする発話 
③  名乗り：受信者に対して送信者の身分や名前を言う発話 
④  近況報告：送信者が所属するサークルの近況を報告する発話 
⑤  近況伺い：受信者の近況を尋ねる発話 
⑥  開催経緯：イベントの開催の理由や経緯を報告する発話 
⑦  都合伺い：受信者の都合を伺い、イベントへの参加の可否を尋ねる発話 
⑧  勧誘：受信者にイベントに参加するよう提案する発話 
⑨  依頼：受信者にイベントに参加するよう依頼する発話 
⑩  情報予告：イベントについての詳細な情報を伝えることを予告する発話 
⑪  情報提供：イベントについての詳細な情報を提供する発話 
⑫  返信要求：受信者に対して、メールの返信を要求する発話 
⑬  質問受付：受信者に対して、イベントに関する質問を受け付ける発話 
⑭  呼びかけ：受信者にイベントに参加するよう呼びかける発話 
⑮  期待表明：受信者の行為に対する期待を表明する発話 















表 1 クラスメート全員に送るメールの全体構造 
談話構造の下位類型 例 

























返信要求 返信要求 参加できる人は、○日までに返信してください。 










                                                          
2 「V ましょう」は、勧誘のモダリティ形式とされているが、ここでは、実質的な勧誘の機能をもた
ないため、「呼びかけ」とした。 
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主題とは、受信者に対しバーベキューの開催を告げる部分である。主題は、主題提示と決意表明に
よって構成される。ほとんどの場合は、主題提示のみであるが、（6）（7）のように主題の後に送信
者の決意を表すものも 2 例観察された。主題の文末形式には、「V することになる」「V（意志動詞）
ます」「V たいと思う」「V ようと思う」の 4 形式が見られ、意向伺いやメタ言語表現が付随するも
のがある。 
＜主題提示の形式＞ 
 形式 出現数 出現率 
決定報告 V することになりました 10 40.9% 
意志表明 V（意志動詞）ます 6 27.3% 
願望表明 V たいと思います 5 22.7% 
意志表明 V ようと思います 1 4.5% 











 形式 出現数 割合 



















相手に配慮した表現が特に見当たらない。使用された表現形式は、以下の 3 つの依頼表現である。 
 
＜形式＞ 
 形式 出現数 割合 
遂行系依頼 N をお願いします 9 40.9% 
命令系依頼 N（を）ください 7 31.8% 
命令系依頼 V てください 6 27.3% 
 
＜例＞ 
（8）※参加する方は 15 日までに、○○まで返信をお願いします。 
（9）参加できる方は 15 日までに～に連絡ください。 










 形式 出現数 割合 
呼びかけ みんなで V ましょう。 5 22.7% 
勧誘 ぜひ V てください。 2 9.1% 
参加への期待表明 ～をお待ちしております。 4 18.2% 
返信への期待表明 連絡待ってます。 1 4.5% 

















表 2 クラスメート個人に送るメールの全体構造 
談話構造の下位類型 文例 





















返信要求 もし参加できそうだったら 15 日までに私にメールください。 









合も 8 例見られる。 
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＜形式＞ 
・主題提示 
 形式 出現数 割合 
決定報告 V することになった 13 65.0% 
意志表明 V ようと思う 5 25.0% 
願望表明 V たいと思う 1 5.0% 
意志表明 V ます 1 5.0% 
 
・勧誘 
 形式 出現数 割合 
勧誘 V ない?/V ませんか? 4 20.0% 
参加の可否 V れる?（可能形）/V れますか? 3 15.0% 
都合伺い どう?/いかが? 2 10.0% 
依頼 参加をお願いします/参加よろしく 2 10.0% 
勧誘 ぜひ V てください 1 5.0% 
なし  8 40.0% 
 
＜例＞ 
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＜形式＞ 
 形式 出現数 割合 
 
条件節 
（もし）V（そう）だったら 3 15% 
（もし）V（そう）なら、 2 10% 
（もし）V れば 1 5% 
もしよろしければ 1 5% 
～人は、 ～人は、 3 15% 
～場合は ～場合は 3 15% 
省略  7 35% 
 
＜依頼表現の形式＞ 
 形式 出現数 割合 
遂行系依頼 N（を）お願いします 6 30% 
命令系依頼 N をください 6 30% 
命令系依頼 V てください 5 25% 
情意表出系依頼 V たらうれしい 2 10% 
願望表出系依頼 V とうれしい 1 5% 
 
＜例＞ 
（21）参加できる方は 15 日までに～～～～～に連絡ください。 
（22）参加できる場合は 15 日までに返信お願いします。 
（23）もし参加できそうだったら 15 日までに私にメールください。 
（24）参加できれば、15 日までに○○＠.pdx.jp に連絡ください。 







了部がないものも 3 例観察された。 
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＜形式＞ 
 形式 出現数 割合 
返信への期待表明 連絡待っています 6 30% 
参加への期待表明 ○○の参加待っています 3 15% 
呼びかけ みんなで V ましょう 2 10% 
勧誘 ぜひ V てください 2 10% 














表 3 担当教員に送るメールの全体構造 
談話構造の下位類型 例 
件名 主題表示 親睦会の開催 















情報 予告 詳細は以下の通りです。 
情報提供 日時：場所：費用：等 
返信要求 返信要求 ご多忙と存じますが、返信いただければ幸いです。 
補足 質問受付 ご不明な点などございましたら、お知らせください。 
終了部 期待表明 部員一同先生のご参加をお待ちしております。 
挨拶 よろしくお願いします。 






 形式 出現数 割合 
決定報告 V することになりました 15 68% 
決定報告 V する運びとなりました 2 9% 
意志表明 V します 1 5% 
その他 V ようと考えています 1 5% 
V する予定です 1 5% 
N を計画しています 1 5% 
N を企画しました 1 5% 
 
＜依頼の形式＞ 

















意志要求 V て頂けないでしょうか 1 5% 


















 形式 出現数 割合 
条件節 もし～ようでしたら 6 27% 
～場合は V できる際は/場合は 2 9% 









 形式 出現数 割合 
情意表出系 V ると助かります/うれしいです/幸いです 6 27% 
情意表出系 V れば助かります 4 18% 
情意表出系 V たらと思う 2 9% 
情意表出系 V ればと思う 1 5% 
命令系 V てください 4 18% 
願望表出系 V たいと思う/V たく思う 2 9% 





（41）もし、参加できましたら 15 日までに連絡を頂けたらと思います。 
（42）ご参加いただける場合は、お手数ですが下記のアドレスまでご返信ください。 
（43）大変恐縮ですが、15 日までにご返信いただきたく存じます。 







 形式 出現数 割合 
挨拶 よろしくお願い致します 12 54.5% 
参加への期待表明 参加を心よりお待ちしております 6 27.3% 
返信への期待表明 連絡お待ちしております。 1 4.5% 
 
2．中国人学習者の Eメールの特徴 
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表 4 クラスメート全員に送るメールの全体構造 







件名 主題提示 親睦会のお知らせ ○ ◎ ◎ ◎ 
開始部 
宛名 みなさん ○ ○ ○ ○ 
挨拶 こんにちは ○ △ △ ◎ 



















◎ ◎ ◎ ◎ 
決意表明 みんなで楽しく食べて遊んで、親睦を深めていきた
いと思います。 
× × × △ 
勧誘 皆さん、一緒に参加しませんか。 △ ○ △ × 
呼びかけ 一緒に楽しい集まりをやりましょう～ △ △ △ × 
願望表明 クラスメート全員に来てもらいたいです。 △ △ × × 
情
報 
情報予告 詳細は以下の通りです。 △ △ △ ◎ 
情報提供 日時：○月○日場所：○○駅前費用：○○円 ◎ ◎ ◎ ◎ 
アピール たくさんおいしいものが食べられるよ △ ○ △ △ 







△ △ × △ 
終了部 
呼びかけ みんなで楽しい親睦会にしましょう。 




署名 親睦会幹事  ○○（名前）○○＠○○（連絡先） △ △ × ○ 
※×…出現率 0％、△…1％～29％、○…出現率 30％～70％ ◎70％以上 
※師 3…湖南師範大学 3 年生、師 4…湖南師範大学 4 年生、湖 3…湖南大学 3 年生 
    日…日本語母語話者 
 
b.前置きと接続表現 
中国人学習者のメールでは、48 例中 13 例に前置きが見られるが、そのうち 8 例は主題との繋がり
が不自然なものである。例えば、（44）や（45）のように「では/じゃ」や「だから」の順接型の接続
詞が用いられている例や（46）のような「この度」がないために不自然な例である。一方、日本語母












前置き＋そこで＋主題 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 
前置き＋ということで＋主題 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 
前置き＋では/じゃ 5.6% 10.0% 0.0% 0.0% 
前置き＋だから  0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 
前置き＋主題 5.6% 10.0% 0.0% 0.0% 






この度＋主題 5.6% 25.0% 0.0% 36.4% 
今度は＋主題 16.7% 0.0% 20.0% 0.0% 
今度の N は 16.7% 10.0% 20.0% 0.0% 
突然ですが＋主題 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 










（47）みなさんこんにちは。今度の BBQ の計画の知らせです。 
（48）皆さん、こんにちは。＊今度は BBQ を行うことになりました。 
 
c.主題 
中国人学習者の E メールでは、主題に「V ましょう」「V ませんか」「V ましょうか」という、い
わゆる勧誘のモダリティ形式が入るものが 48例中 15例に見られる。日本語母語話者のEメールでは、
呼びかけとして「V ましょう」が終了部に見られるものの、主題部に「V ましょう」「V ませんか」
「V ましょうか」の 3 形式は見られない。 
－ 235 － 
（49）?皆さん、私たちクラスメートのお互いの親睦を図るために、BBQ（バーベキュー）をしまし
ょうか。 













表 5 クラスメート個人に送るメールの全体構造 







件名 主題表示 親睦会の開催 ○ ○ ○ ○ 
開始部 
挨拶 こんにちは △ △ △ ◎ 








◎ ◎ ◎ ◎ 
都合伺い 予定空いてる? △ × × △ 
勧誘 良かったら、参加しない? ○ ○ ○ ○ 
情報 
情報予告 詳細は以下の通りです。 △ △ △ ◎ 
情報提供 日時：場所： 費用： ◎ ◎ ◎ ◎ 
返信 
要求 
返信要求 もし参加できそうだったら 15 日までに私にメ
ールください。 
◎ ◎ ◎ ◎ 
補足 
質問受付 質問等があれば連絡ください。 × × △ △ 
アピール 楽しい一日だと思いますよ △ ○ ○ △ 
終了部 

































（59）?締切は 15 日で、参加したければ、この日までメールで知らせてください。 
（60）?参加してくれたら、15 日までにメールで知らせてくれますよ。 
仮定条件を表す「X たら Y」は、X が Y に時間的に先行することがらを表すため（54）のように、










（63）如果能参加的话，请在 15 日之前回复此条信息。 
（64）如果想参加的话 15 号之前发短信給我啊。 
また、返信要求の文末形式には、以下のような誤用例が見られた。 
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表 6 担当教員に送るメールの全体構造 







件名 主題表示 親睦会の開催 ◎ ◎ ◎ ◎ 
開始部 
挨拶 いつもお世話になっております。 ◎ ◎ △ ◎ 
名乗り ○○年の○○です。 △ × △ ◎ 
詫び お忙しいところ、申し訳ございません △ ○ △ △ 
感謝 いつも私たちのためにお世話になりまして、本当
にありがとうございました。 
△ ○ △ △ 










◎ ◎ ◎ ◎ 
依頼 先生も一緒にいらっしゃってくださいませんか。 ◎ ○ ○ ◎ 
都合伺い ご都合はいかがでしょうか。 △ △ × △ 
期待表明 先生が来ていただければ嬉しく存じます。 △ ○ △ × 
情報 予告 詳細は以下の通りです。 △ △ × ◎ 





◎ ◎ ◎ ◎ 
補足 質問受付 ご不明な点などございましたら、お知らせくださ
い。 
△ × × △ 
アピール きっといい思い出になると思いますよ！ × △ × × 
終了部 呼びかけ 是非私たちと一緒に行きましょう × × ○ ◎ 
期待表明 部員一同先生のご参加をお待ちしております。 △ △ △ ○ 
挨拶 よろしくお願いします。 ○ ○ × ○ 
 




形式 師 3 師 4 湖 3 
ぜひご臨席を賜りたく、ここに謹んでご案内申し上げます。 5 1 0 
V ていただけませんか 2 1 2 
N もいらっしゃいませんか 2 2 0 
V ていただけないでしょうか 0 1 0 
V てくださいませんか 1 2 0 
V てください 1 1 1 
V するようお願い申し上げます 2 2 0 








 師 3 師 4 湖 3 
V するようお願い致します 3 9 1 
V てください。 3 2 5 
V てくださいませんか 4 2 1 
V ていただけませんか 2 2 2 
V ていただきたいのですが、よろしいでしょうか 1 0 0 
V ていだければ、ありがたいです/助かります 0 2 0 










































モダリティとして「V ませんか」「V ましょう」「V ましょうか」が扱われているが、フォード丹羽









   B「そうだねぇ。焼肉を食べようか」 
しかし、この 2 文は、言語行動として見ると、「誘い」とは言えないように思われる。 
（70）?「じゃ、そろそろ帰ろうか」と誘った。 
（71）A「今晩、何か食べない?」 


















（72）○○さん、9 月 20 日 12 時から岳麓公園でクラス活動として全員がバーベキューを行うことを
決めたので、できるだけ参加してください。 
  それから、集合場所は岳麓公園前だ。 
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  会費は 20 元だ。 
  参加できるなら 15 日まで私にメールを送っていい。 
（73）○○先生、4 年生 1 組は 9 月 20 日 12 から岳麓公園でバーベキューを行うことになりますの 
   で、よろしければ、参加していただけませんか? 
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